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雨水教育を利用した流域治水リテラシーの向上効果について（ダイジェスト版） 

九州大学大学院工学研究院 流域システム工学研究室 髙田 浩志・林 博徳 

 

1.研究背景・課題 

 集中豪雨、線状降水帯による降雨量の増加により浸水被害が頻発している。糸島市にお

いても平成21年の水害をはじめとして浸水被害が発生している。近年の超過洪水に対して

河川管理は河川用地内での対策である「総合治水」から流域内であらゆる関係者が協同し

て実施する「流域治水」への転換が起こっている。今後市民・企業・行政が協働で流域全

体から河川への雨水流出を減らす対策を実施していくことが必要になる。流域治水の対策

のひとつにはグリーンインフラが位置付けられており、市民でも実行可能な流域治水対策

として雨庭等が存在する。しかし、その知名度、普及率は高くなく、どのように市民に関

心を持ってもらうか、どうすれば個人で実装するかについての知見が少ない（図１）。 

 

図 1 研究概要・目的 

 

2.目的 

本研究は参加者に流域治水に十分な理解と関心を持ってもらうことを最終目的とし、市

民・糸島市職員に対して出前講座を実施し、出前講座が流域治水のリテラシー（知識、理

解、活用力）の向上を行えるかを明らかにすること。また講座の前後にアンケートを実施

し、出前講座で提供した情報の中で何が流域治水のリテラシーの向上に寄与したかを明ら

かにすることを目的とした。 

 

3.方法 

糸島市の市民、市役所職員を対象に90分程度の出前講座とワークショップを月１の頻度

で計4回実施し、講座に対するアンケートを実施した。 
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市民に対しての出前講座は7月29日、8月26日、10月2日に3回実施した。募集は糸島市の

広報を利用して行い、グリーンインフラに興味のある方の募集を行った。 

職員に対しての出前講座は10月16日に実施した。出前講座は糸島市、福岡県、熊本県で

行われている流域治水の取り組みについての概要と具体的な取り組みについての紹介・説

明が行われた。 

参加者、対象者、講座内容、講座の様子については表１、写真１に示す。 

表 1 講座の諸情報 

 

 

写真 2 講座の諸情報 

 

4.結果・考察 

(1)出前講座による流域治水の知識、理解力向上の効果 

出前講座を通して、受ける前よりもグリーンインフラへの理解が深まったかについて市

民向けの出前講座と職員向けの出前講座の結果を図2と図3に示す。 

 市民向けの出前講座では第一回、第二回については4名中3名が理解が深まったと回答し

ており、第三回では4名中2名が理解が深まったと回答している。また、職員向けの出前講

座でも回答者37名中19名がグリーンインフラへの理解が深まったと回答している。どちら

の出前講座でも、回答者の過半数が「理解が深まった」と回答していることから参加者の

事前の知識の有無にかかわらず、専門的な知識、流域治水に関わる事例等の説明により流

域治水の知識、理解度の向上は行えていたと考えられる。 

日付 7月29日 8月26日 10月2日 10月16日

参加者 22名 16名 8名 37名

対象者 職員

まとめ（5分）

・雨庭を造成するような候補地を探し

にフィールドを歩いてみる

・流出対策ができそうな箇所を地図上

にプロットし、計画を作る

導入

（10分)
地球温暖化による豪雨の状況の説明

前回の内容を簡単に振り返り、雨庭の都市

域全体での効果を簡単に紹介する

前回の内容を簡単に振り返り、雨庭に

ついての計画を行う

地球温暖化による豪雨の状況やそれに

伴った糸島市の取り組みの紹介を行う

・都市化による洪水の流量の増大の紹

介

・雨庭を作ることによる都市洪水への

効果の紹介

・都市域で雨庭を作ることで都市洪水

を減らせるかの研究の紹介

展開

(65分) ・豪雨の状況やそれに伴った糸島市

の取り組みの紹介を行う

・雨庭を作ることによる都市洪水へ

の効果の紹介

・国内，海外で普及している雨庭の事例を

紹介する。

・現在，他の地域で行っている雨庭の研究

を紹介する

市民
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図 2 市民向け出前講座を受ける前後でグリーンインフラへの理解は深まったか 

 

図 3 職員向け出前講座を受ける前後でグリーンインフラへの理解は深まったか 

 

(2)出前講座による流域治水の実践・活用力の効果 

１つ目の目的である流域治水の知識・理解に効果があったかについては上記の考察にあ

る通り、講座により一定の効果があることが明らかになった。 

一方で第３回の出前講座の後、簡易的に雨庭を作成できるレインキャッチを配布し、雨

庭を造成した参加者は８名中１名であった。このことから、２つ目の目的である講座によ

る流域治水の実践・活用への効果は知識・実践に比べて限定的であった。 

アンケートで得られた雨庭を実際に作る際にどういうサポート・情報・機会が欲しいか

についての回答によると、「作るときに手伝ってくれる人」が４名、「ほかに作っている

人との意見交換の機会」が２名、「テキスト等の教科書」「公共からのサポート」がそれ

ぞれ１名ずつであった。これらの結果から、座学により流域治水・グリーンインフラへの

知識・理解をした上でさらに実践するまでには実際に雨庭を一緒に作成するといった活動

をしていく必要があると考えられる。 

 

まとめ 

・出前講座により流域治水の知識・理解は向上可能であった。 

・出前講座による流域治水の活用・実践への効果については知識・理解と比べて限定的で

あった。 

・民家で造成が可能である方法の説明と簡易的なキットを配布したところ、参加者により

雨庭を造成してもらえたことから、簡単な方法を提示することは雨庭の活用へ効果的であ
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った。 

・今後流域治水の活用・実践の促進するには、一緒に雨庭を造成すると活動を行っていく

ことが効果的であると考えられる。 

 

 


